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研究内容 

 

椎間板再生医療および脊柱変形の外科的治療に加え椎間板の基礎研究に力を注いでいる。椎間板障害は

椎間板ヘルニア、脊柱管狭窄症、側弯症など様々な脊椎疾患の原因となる。我々は椎間板変性の分子的

な病態解明を基に、細胞移植治療を主軸とした再生医療の製品開発、臨床への橋渡し研究、産業化へ向

けた取り組みを産学連携で推進している。加齢に伴い変性は進行するが、組織が異常に早く変性している患

者に対し早期に再生医療で先制的に介入する事で腰痛や頚部痛で苦しむ患者を減らし、結果、医療費削

減に貢献したいと考えている。 
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